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健診結果のみかた
2022年
3月9日

慈恵 World Kidney Day 2022 講演会プログラム
腎臓・⾼⾎圧内科 ⼭内真理⼦ 下⼭皓太郎



血圧

中性脂肪
コレステロール

糖尿病

腎臓病

みなと区
健康診断
結果一覧



内容

①腎臓病の評価 （今回の内容）

② 腎臓に影響する病気の評価

・高血圧
・糖尿病
・脂質異常症 JIN

Kid Ney



•背中にある臓器 。
左右に1個ずつ、合計２個。

•そら豆の形をしている。

•大きさは握り拳程度。

腎臓（じんぞう）って・・・？



腎臓の役割は？



腎臓の役割は尿を作ること！

尿 ＝ 水分 ＋ 老廃物（ごみ）

尿は水分と老廃物でできている



①水分の排泄

水 尿

食事や飲水、代謝水などによって
体に溜まった水分を排泄



水

水
水

尿

尿

尿

①水分の排泄

多く水分をとれば、
その分尿は多く出る



体の水分が少ないから、
尿を少なくしよう！

尿

脱水を防ぐ！
水

汗
汗

水

水

汗

①水分の排泄

汗をたくさんかいて、
体の水分が少ない時は、

尿量を少なくすることが可能



腎臓の役割 その①

ポイント !

▶体の適切な体液バランスを計算して
余分な水分を、尿として排泄している

▶体の体液をモニターし、脱水や溢水に
ならないように調整している。

体液量をモニター
コントロール。

血圧も管理している。



腎臓の役割は尿を作ること！

尿 ＝ 水分 ＋ 老廃物（ごみ）



尿素窒素
(BUN)

クレアチニン

尿として
体の中に排泄

肉や魚、大豆など
たんぱく質

② 老廃物（ごみ）を排泄

筋肉の代謝



尿素窒素

クレアチニン

尿として
体の中に排泄

毒素！

不用物

② 老廃物（ごみ）を排泄
肉や魚、大豆など
たんぱく質

筋肉の代謝



腎臓の働き まとめ

水分

クレアチニン（Cr）

尿素窒素（BUN）

①体の水分を計算し、
余分な水を排泄。

②毒素や老廃物を外に出す

尿

K
K

K
カリウム

K



水分

①水の排泄

腎臓が機能しないと・・・？

クレアチニン（Cr）

尿素窒素（BUN）

尿

尿が出ない

②老廃物の排泄

❌



①水が体の外に出せない

水分

浮腫（むくみ）
心不全

腸の浮腫
食欲不振

水分

水分

肺水腫（呼吸困難）

体（臓器）に
水分が溜まる

皮下

肺 腸

心臓



水分
①水の排泄

腎臓が機能しないと・・・？

クレアチニン（Cr）

尿素窒素（BUN）

②老廃物の排泄

尿

❌



②老廃物が体の外に出せない
吐き気
食欲不振 全身痒み

クレアチニン（Cr）

尿素窒素（BUN）

意識障害
不眠

K
K

K
カリウム

不整脈
（心停止）

▶BUNがたまり全身臓器に合併症
▶Kが溜まると、命の危険もある



クレアチニン（Cr） 尿素窒素（BUN）

K
K

カリウム

▶クレアチニンは、体に溜まっても悪さをしないが
？

②老廃物が体の外に出せない

腎臓の機能を測る指標になる



排泄できないので血液中クレアチニン増える

クレアチニン（Cr）

クレアチニン（Cr）

腎きのう正常

腎きのう低下

血液中のクレアチニン濃度は一定に
保たれる

クレアチニンは、一定量、
毎日産生される

腎機能正常

腎機能低下



腎機能が悪くなると血液中のクレアチニンが増加

クレアチニン（Cr）

Point ！

～クレアチニン正常範囲～

男性： 0.7- 1.2 mg/dL 
女性： 0.5-0.90 mg/dL

クレアチニン



クレアチニン（Cr）

クレアチニン（Cr）

マッチョな男性（筋肉が多い） 痩せいている女性（筋肉が少ない）

クレアチニン（Cr）

筋肉量によって
クレアチニンの基準は
多少変わってくる



クレアチニンをもとに腎機能を推定 eGFR
• eGFR：推定糸球体濾過量

血液中クレアチニンから算出
年齢、性別で補正される

• eGFR ＜60
は慢性腎臓病（CKD）

Chronic Kidney Disease



　　　　　　慢性腎臓病（CKD）は	
日本人の８人に１人が罹患している国民病です。　	

1300万人以上



eGFR ＞90 60～89            30～59 15～29 ＜15

eGFR 100

もうすぐ
透析が必要

eGFR 5
慢性腎臓病

症状

▶一度落ちた腎機能は、基本的にはもとに戻らない
▶症状はCKDが進行するまで出現しにくい

eGFRが急に低下した場合、
医療機関受診を



腎臓は
細かい血管（毛細血管）が
糸玉のようにまとまった
構造をしている
＝糸球体

腎臓はどうやって尿をつくっているのか

血液 尿

？

血流（体から）

血流（再び
体へ）

尿（体外へ）

腎臓を
拡⼤



尿をつくる原理＝濾過

糸球体の血管には小さな穴が開いている。

ふるいにかけられて、尿が作られる。

この時、不用物はこされ、
体に重要な蛋白は濾過されない

腎臓はどうやって尿をつくっているのか

血流

血流

尿

Point ！

K

タン
パク



腎臓が障害されると・・・？

血流

血流

尿

K

毛細血管が壊れて、
体に必要な蛋白が漏れたり＝蛋白尿
血液が尿に出たりする＝血尿

タンパク タンパク

血管（腎障害）血管（正常)

⾚⾎球
尿



たんぱく尿や血尿が持続する場合
腎機能は落ちていなくても、腎臓に異常がある可能性があり

医療機関で追加の検査が必要



高血圧 糖尿病
加齢メタボ

喫煙

遺伝

自己免疫疾患
肝不全
心不全

腎機能

症状なし 症状あり

透析

⽣活習慣病

腎臓が悪くなる要素



日々の生活習慣を改善することで
数年、数十年後の腎臓を守ることができます




